
現在、日本は平均寿命で男女とも
に世界第１位を誇っています。国際
的にも他に例を見ない勢いで高齢社
会を迎えた中、健康問題も一人ひと
りの創意・工夫が求められる時代に
なりました。
市では、日ごろから関心の高い健
康と健康保険の仕組みについて、県
国民健康保険団体連合会東葛飾支部

との共催による健康講演会を開催します。高齢社会におけ
る私たちの健康について、一緒に考えてみませんか。
▽日時＝11月15日�13時（開演）～▽場所＝文化会館▽
定員＝1000人（先着順）▽講師＝青山英康さん（岡山大学
名誉教授）▽テーマ＝絶対に損しない健康への取り組み
「人生８０年時代を生きる」▽入場料＝無料▽申し込み＝
当日直接会場へ
□問国保年金課�７１５０－６０７７
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●固定資産税・都市計画税（第3期）

●国民健康保険料（第5期）●介護保険料（第5期）

市無形民俗文化財 

市
政
に
関
す
る
こ
と
や
地
元
で

抱
え
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
、
意

見
を
交
換
す
る
「
行
政
懇
談
会
」

が
十
月
一
日
か
ら
公
民
館
な
ど
四

会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
懇
談
会
は
、
各
地
域
の
自

治
会
長
や
行
政
連
絡
員
と
市
長
や

市
幹
部
職
員
と
が
意
見
を
交
換
し
、

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
役
立

て
て
い
こ
う
と
毎
年
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

こ
と
し
は
、
四
日
間
で
延
べ
百

十
人
が
出
席
。
防
災
関
係
や
下
水

道
整
備
、
道
路
整
備
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
意
見
や
要
望
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

3本の太綱を寄り合わせ、直径1.5メー
トルの大しめ縄が完成 。太綱をイチョ
ウの木に縛り、全員での寄り合わせ

棒でたたきながら荒縄を巻いていく太綱作り

半日がかりで作った太綱を運ぶ自
治会の皆さん

講師の青山英康さん

表
彰
式
に
出
席
し
た
受
賞
者
の
方
々

明
る
い
地
域
社
会
づ
く
り
に
貢
献

８
人
と
３
団
体
が
受
賞
の
栄
に

ふるさと
づくり
功労者表彰

行政懇談会に行政懇談会に 
延べ延べ110110人が参加人が参加 

4日間に分けて意見を交換日間に分けて意見を交換 

行政懇談会に 
延べ110人が参加 

4日間に分けて意見を交換 

「
第
四
十
三
回
ふ
る
さ
と
づ
く

り
功
労
者
表
彰
式
」
が
十
月
八
日
、

市
役
所
で
行
わ
れ
、
眉
山
市
長
か

ら
受
賞
者
に
表
彰
状
と
記
念
品
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
明
る
い
地
域
社
会

の
創
造
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
個

人
や
団
体
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

今
回
は
、
八
人
と
三
団
体
が
受

賞
の
栄
に
輝
き
ま
し
た
。

受
賞
者
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

〈
敬
称
略
〉

【
教
育
文
化
の
向
上
】

▽
神
田
洋
子
（
西
深
井
）

【
社
会
福
祉
へ
の
貢
献
】

▽
鏑
木
敬
一
（
長
崎
２
丁
目
）

▽
手
話
サ
ー
ク
ル
「
木
の
会
」
▽

大
谷
正
賢
（
南
流
山
２
丁
目
）
▽

鎗
田
京
子
（
南
流
山
５
丁
目
）
▽

恩
田
つ
め
（
古
間
木
）

【
環
境
美
化
へ
の
貢
献
】

▽
流
山
市
建
設
協
会

【
地
域
社
会
作
り
へ
の
貢
献
】

▽
小
川
嘉
子
（
富
士
見
台
２
丁

目)

▽
田
島
彰
子
（
宮
園
３
丁
目
）

【
寄
附
】

▽
廣
瀬
マ
サ
エ
（
野
々
下
３
丁

目
）
▽
流
山
市
文
化
協
会
舞
踊
部

赤
城
神
社
の
祭
礼
を
前
に
十
月

十
三
日
、
同
神
社
に
奉
納
さ
れ
る

「
大
し
め
縄
」
作
り
が
行
わ
れ
ま
し

た
。こ

の
大
し
め
縄
は
、
長
さ
七
メ

ー
ト
ル
、
直
径
一
・
五
メ
ー
ト
ル
、

重
さ
七
百
キ
ロ
で
、
関
東
で
も
屈

指
の
大
き
さ
。
田
ん
ぼ
一
反
分
の

稲
わ
ら
で
作
る
巨
大
な
三
本
の
太

綱
を
寄
り
合
わ
せ
て
作
り
ま
す
。

昔
は
氏
子
が
す
べ
て
作
っ
て
い
ま

し
た
が
、
現
在
は
大
し
め
縄
行
事

保
存
会
が
中
心
と
な
り
、
流
山
五

丁
目
か
ら
八
丁
目
の
自
治
会
の
皆

さ
ん
が
協
力
し
て
作
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
早
朝
か
ら
五
百
人

以
上
の
方
が
境
内
に
集
ま
り
、
し

め
縄
作
り
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。

青
竹
の
芯
に
わ
ら
を
巻
き
、「
ヨ
イ

サ
ッ
　
ヨ
イ
サ
ッ
」
と
威
勢
の
良

い
掛
け
声
で
、
そ
の
外
側
を
締
め

付
け
る
よ
う
に
荒
縄
を
巻
い
て
三

本
の
太
綱
を
作
り
ま
す
。
一
本
の

太
さ
は
大
人
の
胴
ま
わ
り
の
二
倍

ほ
ど
。
出
来
上
が
っ
た
三
本
の
太

綱
は
、
境
内
の
イ
チ
ョ
ウ
の
木
の

根
本
に
固
定
さ
れ
、
総
が
か
り
で

寄
り
合
わ
せ
、
一
本
の
大
し
め
縄

が
完
成
し
ま
し
た
。

大
し
め
縄
は
、
住
民
の
無
病
息

災
を
願
い
、
来
年
の
秋
の
祭
礼
ま

で
の
一
年
間
、
鳥
居
の
前
に
飾
ら

れ
ま
す
。

市民健康まつり
福祉まつりも同時開催！

日　時 11月３日�９時～15時30分
場　所 市総合運動公園
□問コミュニティ課�７１５０－６０
７６

赤ちゃんのお風呂

の入れ方などを夫

婦で学びたいとの

要望に応え、保健セ

ンターは「赤ちゃんの

沐浴（もくよく）」のビデオ

とＣＤ－Ｒ（約20分）を自

主製作しました。

11月１日から市民の方を対象に、保健セ

ンターと市内図書館で無料で貸し出します

のでご活用ください。

□問 保健センター�７１５４－０３３１

上

右

11月
3日
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文化会館前
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総合運動公園前
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至松
戸
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戸

 

南柏
駅
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柏
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流
山
駅
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流
山
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至
松
戸
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戸
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新
松
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松
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至
馬
橋至馬
橋
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武
流
山
電
鉄
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丘団地
 

（機動捜査隊前
機動捜査隊前

） 

至
野
田 

松ヶ丘団地 
（機動捜査隊前） 

東武野田線東武野田線
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江
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江

戸
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茂侶神社前 

文化会館前 

市役所前 

総合運動公園前 

左回り
 右

回
り 

流山駅 

平和台駅 

至三郷 

鰭ヶ崎駅 

前ケ崎城址公園 

芝崎小鳥の森公園前 
東部中学校前 

東部公民館前 

長崎小学校前 

八木出張所前 
野々下5丁目 
（川西医院前） 

野々下3丁目 
（梶原内科医院前） 

駒木交差点 

上駒木 

八木北小学校入口 
（守谷県道） 

駒木台団地

駒木台団地

 
（駒木台

駒木台

2号公園入口

号公園入口

） 
駒木台団地 
（駒木台2号公園入口） 

駒木台福祉会館入口

駒木台福祉会館入口

 駒木台福祉会館入口 

初石駅 

東初石3丁目交差点前 

至　柏 

豊四季駅 

香取神社前 

向小金保育所入口 

常磐
線 

至松
戸 

南柏
駅 

至
　
柏
 

南
流
山
駅 

至
松
戸 

至
新
松
戸 

至
馬
橋 

総
武
流
山
電
鉄 

武
蔵
野
線 

鰭ケ崎 
小学校入口 

思井福祉会館前 

南流山センター前 

流山警 
察署前 

流山郵便局 

西栄寺前 

保健センター前 

上耕地運動場入口 
（香取神社） 

県
道
松
戸
・
野
田
線 

松
戸
・
野
田
有
料
道
路 

新川出張所前 

江戸川台駅 江戸川台 
福祉会館前 

東深井交差点前 

利 根 運 河  

東深井小 
学校入口 

江戸川台 
14号公園前 

老人福祉センター入口 
（森の図書館） 

常磐道青田大橋前 

運河駅 

流山インターチェンジ 

小山小 
　学校入口 

東武野田線 

流山幼稚園前 

江

戸

川

 
循環バス運行日 

北部ルート　火曜・木曜日 

東部ルート　水曜・金曜日 

（祝日は除きます） 

［循環バス運行経路案内図］ 

市内循環バスの東部ルートに
停留所を4カ所新設

市内循環バスの東部ルートに
停留所を4カ所新設

市内公共施設間循環バスの東部ルートに新たな４カ所の停留所、
「流山幼稚園前」「南流山センター前」「鰭ケ崎小学校入口」「思井福
祉会館前」を追加新設しました。
なお、東部ルートの見直しにより、北部・東部ルート共通の停
留所になっている「八木出張所前」と「総合運動公園前」は東部
ルートからなくなり、北部ルートのみになります。新しいルート
での運行は今月６日からとなります。時刻表は左表のとおりです
（交通事情により遅れる場合があります）。

□問都市計画課�７１５０－６０８７

 
№ 
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停留所名 
予定時刻 

第一便 第二便 
文化会館前 
市役所前 
流山幼稚園前 
南流山センター前 
鰭ケ崎小学校入口 
思井福祉会館前 
芝崎小鳥の森公園前 
前ケ崎城址公園  
東部中学校前 
東部公民館前 
松ケ丘団地（機動捜査隊前） 
向小金保育所入口 
香取神社前 
東部公民館前 
東部中学校前 
前ケ崎城址公園 
芝崎小鳥の森公園前 
長崎小学校前 
野々下5丁目（川西医院前） 
野々下3丁目（梶原内科医院前） 
小山小学校入口 
保健センター前 
流山郵便局 
流山警察署前 
茂侶神社前 
市役所前 
文化会館前 

発 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
着 

9:00 
9:03 
9:07 
9:10 
9:13 
9:15 
9:19 
9:20 
9:21 
9:22 
9:27 
9:36 
9:37 
9:47 
9:48 
9:49 
9:50 
9:53 
9:56 
9:59 
10:03 
10:05 
10:07 
10:09 
10:11 
10:17 
10:20

発 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
着 

13:00 
13:03 
13:07 
13:10 
13:13 
13:15 
13:19 
13:20 
13:21 
13:22 
13:27 
13:36 
13:37 
13:47 
13:48 
13:49 
13:50 
13:52 
13:56 
13:59 
14:03 
14:05 
14:07 
14:09 
14:11 
14:17 
14:20

 
№
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停留所名 
予定時刻 

第一便 第二便 
文化会館前 
市役所前 
茂侶神社前 
流山警察署前 
流山郵便局 
保健センター前 
小山小学校入口 
野々下3丁目（梶原内科医院前） 
野々下5丁目（川西医院前） 
長崎小学校前 
芝崎小鳥の森公園前 
前ケ崎城址公園 
東部中学校前 
東部公民館前 
松ケ丘団地（機動捜査隊前） 
向小金保育所入口 
香取神社前 
東部公民館前 
東部中学校前 
前ケ崎城址公園 
芝崎小鳥の森公園前 
思井福祉会館前 
鰭ケ崎小学校入口 
南流山センター前 
流山幼稚園前 
市役所前 
文化会館前 

発 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
着 

10:45 
10:48 
10:54 
10:56 
10:58 
10:59 
11:02 
11:06 
11:09 
11:12 
11:15 
11:16 
11:17 
11:18 
11:23 
11:32 
11:33 
11:43 
11:44 
11:45 
11:46 
11:50 
11:52 
11:55 
11:58 
12:02 
12:05

発 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
着 

15:00 
15:03 
15:09 
15:11 
15:13 
15:14 
15:17 
15:21 
15:24 
15:27 
15:30 
15:31 
15:32 
15:33 
15:38 
15:47 
15:48 
15:58 
15:59 
16:00 
16:01 
16:05 
16:07 
16:10 
16:13 
16:17 
16:20
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停留所名 
予定時刻 

第一便 第二便 
文化会館前 
市役所前 
総合運動公園前 
八木出張所前 
小山小学校入口 
流山郵便局 
保健センター前 
東初石３丁目交差点前 
八木北小学校入口（守谷県道） 
駒木交差点 
上駒木 
駒木台福祉会館入口 
駒木台団地（駒木台２号公園入口） 
常磐道青田大橋前 
江戸川台福祉会館前 
江戸川台14号公園前 
老人福祉センター入口（森の図書館） 
東深井小学校入口 
東深井交差点前 
新川出張所前 
上耕地運動場入口（香取神社） 
西栄寺前 
茂侶神社前 
市役所前 
文化会館前 

発 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
着 

10:45 
10:48 
10:49 
10:51 
10:55 
10:59 
11:00 
11:05 
11:08 
11:16 
11:18 
11:23 
11:24 
11:27 
11:30 
11:34 
11:36 
11:37 
11:41 
11:44 
11:47 
11:49 
11:51 
12:02 
12:05

発 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
着 

15:00 
15:03 
15:04 
15:06 
15:10 
15:14 
15:15 
15:20 
15:23 
15:31 
15:33 
15:38 
15:39 
15:42 
15:45 
15:49 
15:51 
15:52 
15:56 
15:59 
16:02 
16:04 
16:06 
16:17 
16:20

市内循環バス時刻表（平成14年11月改正） ※利用料金無料 
 
№
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)�
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停留所名 

★東部ルート左回り［運行日  毎週水・金曜日（祝日を除く）］ ★東部ルート右回り［運行日  毎週水・金曜日（祝日を除く）］ 

★北部ルート左回り［運行日  毎週火・木曜日（祝日を除く）］ ★北部ルート右回り［運行日  毎週火・木曜日（祝日を除く）］ 
予定時刻 

第一便 第二便 
文化会館前 
市役所前 
茂侶神社前 
西栄寺前 
上耕地運動場入口（香取神社） 
新川出張所前  
東深井交差点前 
東深井小学校入口 
老人福祉センター入口（森の図書館） 
江戸川台14号公園前 
江戸川台福祉会館前 
常磐道青田大橋前 
駒木台団地（駒木台２号公園入口） 
駒木台福祉会館入口 
駒木交差点 
上駒木 
八木北小学校入口（守谷県道） 
東初石3丁目交差点前 
保健センター前 
流山郵便局 
小山小学校入口 
八木出張所前 
総合運動公園前 
市役所前 
文化会館前 

発 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
着 

9:00 
9:03 
9:06 
9:08 
9:10 
9:13 
9:16 
9:20 
9:21 
9:23 
9:27 
9:30 
9:33 
9:34 
9:43 
9:45 
9:49 
9:52 
9:57 
9:58 
10:02 
10:06 
10:08 
10:17 
10:20

発 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
↓ 
着 

13:00 
13:03 
13:06 
13:08 
13:10 
13:13 
13:16 
13:20 
13:21 
13:23 
13:27 
13:30 
13:33 
13:34 
13:43 
13:45 
13:49 
13:52 
13:57 
13:58 
14:02 
14:06 
14:08 
14:17 
14:20 
 

来
春
、
高
校
ま
た
は
専
修

学
校
（
高
等
課
程
に
限
る
）

へ
の
入
学
を
希
望
し
て
い
る

が
、
入
学
準
備
金
の
確
保
が

困
難
な
保
護
者
の
た
め
に
、

市
で
は
入
学
準
備
金
を
無
利

子
で
貸
し
付
け
ま
す
。
対
象

は
、
①
市
内
に
住
ん
で
い
る

②
入
学
準
備
金
の
確
保
が
困

難
（
た
だ
し
、
年
収
等
が
基

準
内
で
あ
る
こ
と
）
で
あ
る

③
連
帯
保
証
人
が
い
る
―
―

の
三
点
を
満
た
し
て
い
る
方

で
す
。

貸
し
付
け
金
額
は
、
公
立

高
校
等
が
十
万
円
以
内
、
私

立
高
校
等
が
四
十
万
円
以
内

で
す
。

償
還
は
、
修
業
年
限
が
終

了
し
た
月
の
翌
月
か
ら
三
年

以
内
に
割
賦
ま
た
は
一
括
に

よ
り
全
額
償
還
と
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
は
、
き
ょ
う
一

日
か
ら
平
成
十
五
年
二
月
二

十
八
日
ま
で
教
育
総
務
課
で

受
け
付
け
ま
す
。

□問
教
育
総
務
課
�
７
１
５

０
―

６
１
０
３

軽
自
動
車
（
軽
四
輪
、
原

動
機
付
き
自
転
車
、
小
型
特

殊
自
動
車
（
耕
運
機
や
フ
ォ

ー
ク
リ
フ
ト
））
な
ど
を
人
に

譲
っ
た
り
、
処
分
し
た
り
、

盗
難
に
遭
っ
た
り
し
て
所
有

し
て
い
な
い
場
合
、
名
義
変

更
や
廃
車
の
手
続
き
を
し
な

い
と
、
い
つ
ま
で
も
「
軽
自

動
車
税
」が
課
税
さ
れ
ま
す
。

流
山
市
ナ
ン
バ
ー
の
廃
車

の
手
続
き
に
は
、
①
ナ
ン
バ

ー
プ
レ
ー
ト
②
標
識
交
付
証

明
書
③
印
か
ん
が
必
要
で
す
。

手
続
き
や
問
い
合
わ
せ
先

は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
流
山
市
ナ
ン
バ
ー
の
バ

イ
ク
な
ど
（
１
２
５
㏄
以
下

の
バ
イ
ク
、
小
型
特
殊
自
動

車
）
＝
市
民
税
課
�
７
１
５

０
―

６
０
７
３
▽
１
２
６
㏄

以
上
の
バ
イ
ク
＝
千
葉
陸
運

支
局
野
田
自
動
車
検
査
登
録

事
務
所
�
７
１
２
１
―

０
１

１
１
▽
軽
四
輪
自
動
車
＝
軽

自
動
車
検
査
協
会
千
葉
事
務

所
野
田
支
所
�
７
１
２
０
―

２
０
２
０

高
校
等
の
入
学
準
備
金
を

無
利
子
で
貸
し
付
け

き
ょ
う
１
日
か
ら
受
け
付
け

市内の商業事業者やサービス業事業所
など、約300事業所を対象に11月21日を
基準日とし、「全国物価統計調査」を行
います。
この調査は、消費者が購入する主な商
品の販売価格やサービス料金などを調査
するもので、物価対策や地域経済開発計
画などの行政施策を立案する際の、重要
な資料を作ることを目的とした国の調査
です。調査した事項は統計を作るためだ
けに用いられ、その他の目的には使用し
ません。
対象の事業所には、11月初旬から調査
員が訪問し、調査票を配布します。なお、
飲食業、サービス業、運輸業などの事業
所は市が調査します。調査の際にはご協
力をお願いします。
□問総務課�７１５０－６０６７

秋の全国火災予防運動が
11月9日から全国一斉に展開
「消す心　置いてください　火のそばに」をキ
ャッチフレーズに「秋の全国火災予防運動」が、
今月９日から15日まで、全国一斉に展開されます。
空気が乾燥し、風の強い日が続くこの季節は、火
災が発生すると被害が大きくなります。火を使用
するときは、火から目を離さず、また放火防止対
策として家の周りには段ボールなど燃える物を置
かないようにしてください。
期間中は、消防署、消防団が火災予防を呼び掛
けます。また、11月９日、朝７時に予防運動を知
らせるためのサイレンを鳴らします。
□問予防消防課�７１５８－０１１９

119番は火事、救助、救急車の専用ダイヤルで
す。消防に関する問い合わせや相談は各消防署
へ。▽中央消防署�７１５８－０１１９／東分
署�７１４６－０１１９／南分署�７１５９－
０１１９／北消防署�７１５２－０１１９
□問指令課�７１５８－０１１９

バイク、原動付自転車を含む自動車の保有者に加入が義務付けられている自動車損害賠償責任保険・共済。万一に備えて
の保険です。保険の期限切れや掛け忘れにご注意を。□問国土交通省関東運輸局千葉運輸支局�０４３－２４２－７３３５

自分たちのまちは自分たちできれいにし
よう――と自治会の協力で「秋季ゴミゼロ運
動」が今月10日を中心に展開されます。
清掃は自治会単位で、道路および周辺の

空き地等の散乱ごみとＵ字溝の排土処理を
中心に行います。

当日は①家庭ごみや処理困難物（バッテ
リー、タイヤなど）は出さない②家庭ごみ
と区別するため、事前に配布した「ゴミゼ
ロ運動」専用のごみ袋を使用し、決められ
た臨時集積所に出す――にご協力ください。
なお、「ゴミゼロ運動」専用ごみ袋は家庭
ごみ袋として使用できません。ごみ集積所に
出しても収集しませんのでご注意ください。
□問環境保全課�７１５０－６０８３

秋季ゴミゼロ運動を展開
―わたしたちのまちをきれいに―

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

軽
自
動
車
の
廃
車
手
続
き
な
ど

全国物価統計調査を実施
～調査の際にはご協力を～

野田市駅と流山駅を結んでいる路線バス（茨城急行自動車�）
が、ことし12月末日をもって、路線運行廃止となります。

第17回市内小・中学校防火ポスター
コンクールの入選者が決まりました。
なお、入選作品は、市民まつり会場
などに展示されるほか、最優秀賞の
２作品は、ポスターとして印刷され、
市内の公共施設や事業所などに掲示
して、火災予防を呼び掛けます。入
賞者は次のとおり。

〈敬称略〉
【入賞者】▽最優秀賞＝鈴木康幸

（八木北小）、宮澤良枝（西初石中）▽
優秀賞＝菊池明日香（東小）、加藤千
佳（江戸川台小）、前迫賢司（北部中）、
涌井教成（東深井中）▽特別賞＝中
武美穂（鰭ケ崎小）、佐野友紀（東深
井中）
【展示】▽期間＝11月16日�～23日
�▽場所＝イトーヨーカドー流山店
□問予防消防課�７１５８－０１１９

市内小学5年生・中学2年生対象の
防火ポスターコンクール入賞者決まる



（３） 平成14年11月１日（金曜日） 第１０２９号

相　　談 日　　　　　時 場　　　所 問い合わせ 

市 民 相 談  市 民 相 談 室  

消 費 生 活 センター  

家 庭 児 童 相 談 室  

障 害 者 支 援 課  

ケ ア セ ン タ ー  

ケ ア セ ン タ ー  

心 の 健 康 相 談 室  

つ ば さ 学 園  

教 育 研 究 室  

平和台保育所�7158-1435／江戸川台保育所 
�7152-0648／向小金保育所�7174-8853

初 石 公 民 館  
南 流 山 セ ン タ ー  

勤 労 者 総 合 福 祉  
セ ン タ ー  

青少年指導センター 

法 律 相 談  

合 同 相 談  

不 動 産 相 談  

登 記 相 談  

市 政 相 談  

消費生活苦情相談 

子供悩みごと相談 

福祉住宅改善相談 

子 育 て 電 話 相 談  

心 配 ご と 相 談  

教 育 相 談  

青 少 年 相 談  

療 育 相 談  

酒 害 相 談  

悩 み ご と 相 談  
（ 人 権 ・ 行 政 ）  

高 年 齢 者 職 業 ・  
パ ー ト 相 談  

幼 児 こ と ば の  
相 談 室  

9：30～16：00毎週月～金曜 

10：00～16：00毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週火～金曜 

10：00～15：00毎週水曜 

９：00～16：30毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週月～金曜 

13：00～16：00毎月第4火曜 

18：00～21：00毎月第４金曜 

９：30～16：30毎週月～金曜 

９：00～11：30毎週土曜 

10：00～16：00

〃 〃 

〃 

同相談室 

同センター 
�7158-0999

�7150-6081

同相談室 
�7158-4144

同センター相談室 
�7155-5885

同センター相談室 
�7158-7830

同学園 

年 金 相 談  

�7154-4844

�7150-6081

�7150-6079

社会福祉協議会 

指導課 

障害者支援課 

社会福祉課 

�7159-4735

�7150-6105

障害者支援課 

交 通 事 故 相 談  

毎週火・木曜　13：00～15：40

13：00～16：30毎月第１水曜 
※要電話予約 

※要電話予約 

13：00～16：00毎月第２水曜 
※要電話予約 

税 務 相 談  

外 国 人 相 談  13：00～16：00毎月第４水曜 〃 

〃 

※予約は1週間前までに 

※23日を除く 

子育て支援センターゆうゆう�7144-7926育 児 相 談  ９：30～16：30毎週月～金曜 

８：30～17：00毎週月～金曜 

毎週土・日曜 

江 戸 川 台 福 祉会館  

向 小 金 福 祉 会 館  13：00～16：00毎月第２日曜 

〃 

〃 

〃 

〃 

10：00～15：00毎週火曜 

※21日を除く、要電話予約 

市 民 相 談 室  

〃 

�7150-6110
国保年金課 

〃 

〃 

〃 

〃 

内　　容 期日・受付時間 場　　　所 備　　　考 

ハローベイビー 
妊娠5～8カ月の妊婦および夫対象。母子健康
手帳、筆記用具を持参。運動しやすい服装で 
※８日からの参加者は１日までに申し込みを 

も ぐもぐ教室  
4～5カ月児の離乳食指導。母子健康手帳、器と
スプーンを持参。定員20人※先着順・要予約 

３ カ 月 児  
健 康 診 査  

カ ム カ ム  

18日・19日 
　　　12：45～13：45 保健センター  平成14年７月生まれの乳児対象 

1 歳 6 カ 月 児  
健 康 診 査  

12日・13日 
　　　12：45～13：45 保健センター  

5日・6日　12：45～13：45 保健センター  

乳幼児健康相談 

3歳児健康診査 

28日　13：00～14：00 保健センター  

平成13年４月生まれの幼児対象 

平成11年８月生まれの幼児対象 

発育などに心配のある乳幼児対象。母子健
康手帳を持参※要予約 

育 児 相 談  0歳～就学前児対象。母子健康手帳を持参 

むし歯予防教室 
11日・18日・26日 
※時間は申し込み者
に個人通知 

保健センター  
2歳2カ月児対象（26日は1・2回参加済みの幼
児対象）。1歳6カ月児健康診査時に申し込みを 

食 事 相 談  保健センター  生活習慣病などの食事指導を受けたい方対象。食事調査あり※要予約 

成人健康相談  
年齢・性別など不問。血圧測定や健康上の相
談など。健康手帳・検診記録カードを持っている
方は持参 

リハビリ教室  

11日・18日・25日 

6日・13日・20日・27日 

10：00～ 
水曜コース 

10：00～ 

保健センター  

保健センター  

疾病、加齢等により心身の機能が低下している
方（介護保険認定外者等）を対象に、日常生活
動作訓練等を実施※事前に問い合わせを 

療 育 相 談  28日 
整形外科的な心配のあ
る18歳未満の子ども対象。
母子健康手帳を持参 

アルコール問題を抱えている
本人や、その家族が対象。
医師による相談は要予約 

発 達 相 談  

心の健康相談  

女性クリニック相談 
28日 

首が座らない、歩かないなどの発
達の遅れが心配な0～1歳児対象。
母子健康手帳を持参※要予約 

ア ル コ ー ル  
悩みごと相談  18日  

精神病や神経症など、心の
病で悩んでいる方対象。医
師による相談は要予約 

1日 
8日 
15日 
22日 

12日 
19日 
 

思春期、人工妊娠中絶、不妊、
乳がん、子宮がん、更年期障
害の相談※要予約 

9～12カ月児対象。子どもの歯と食生活について。歯
ブラシ、おしぼりを持参。定員15組※先着順・要予約 キ ッ ズ  

文 化 会 館  29日　10：00～15：00

29日　  9：45～10：00 保健センター  

21日　 10：15～10：30
28日　 10：15～10：30

保健センター  
南流山センター 

相談あんない 

保健あんない 

毎週月～金曜　９：00～17：00

※期日・受付時間欄に　　　　印のあるものは今月は開催しません。転入者などで個人通知が届かな
　い場合は保健センターへ問い合わせを 

柏  保  健  所 
�7167－1255〈       　  〉 

保健センター 
�7154－0331〈       　  〉 

�7158-1616

 

月曜コース 

10：00～15：00毎月第３水曜 
※要電話予約 

※要電話予約 

北 部 公 民 館  10：00～15：0019日 
※要電話予約 

10：00～15：00毎月第３月曜 
※要電話予約 

保健センター  
1日・8日・15日・22日 
　　　12：30～12：50

保健センター   8 日　  9：30～11：30
向小金福祉会館 15日　10：00～15：00

※8日は9：45～10：00

北 部 公 民 館  22日　10：00～15：00

保健センター   7 日　  9：30～10：30
向小金福祉会館 20日　  9：30～10：30
南流山福祉会館 27日　  9：30～10：30

〃 

※いずれも場所は柏保健所。時間など詳細は問い合わせを 

毎週月～金曜 
※時間は申し込み者
に個人通知 

今月は開催しません 

心 の 健 康 相 談  �7150-6081
障害者支援課 

休日は、休日診療所をご利用ください。

▽場所＝保健センター内休日診療所（西初石４丁目）▽診療科目＝内科、

小児科、歯科▽受付時間＝９時～11時30分、13時～16時30分（歯科は11時

30分まで）※内科、小児科については、夜間は市内の医療機関が当番制

で診療。当番医はあらかじめ市消防本部�７１５８－０１１９で確認を

□問休日診療所�７１５５－３４５６

休日の救急医療

「
語
ろ
う
！
市
町
村
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
十
五
回
ま

ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
市
民
ま
ち
づ
く

り
作
戦
会
議
」
が
開
か
れ
ま
す
。

今
回
は
、
さ
い
た
ま
市
総
合
政
策
部
参
事

の
田
中
義
政
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、「
さ
い

た
ま
市
合
併
の
光
と
影
」
と
題
し
た
基
調
講

演
も
行
わ
れ
ま
す
。

▽
日
時
＝
11
月
10
日
�
13
時
30
分
〜
▽
場

所
＝
流
山
市
商
工
会
館
▽
定
員
＝
１
５
０
人

（
先
着
順
）
▽
内
容
＝
調
査
報
告
、
基
調
講
演
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
質
疑
応
答
あ

り
）
▽
申
し
込
み
＝
当
日
直
接
会
場
へ

□問
�
流
山
青
年
会
議
所
�
７
１
５
９
―

３

９
４
９

近
年
、
動
物
性
脂
肪
の
摂
取

量
の
増
加
、
運
動
量
の
低
下
な

ど
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化

に
よ
り
糖
尿
病
に
か
か
る
方
が

増
え
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
は
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
ま
す
ま
す

欧
米
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

さ
ら
に
増
え
る
と
考
え
ら
れ
、

今
や
十
人
に
一
人
が
糖
尿
病
か

そ
の
可
能
性
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

血
糖
値
が
気
に
な
る
方
も
そ

う
で
な
い
方
も
、
健
康
な
生
活

を
続
け
て
い
け
る
よ
う
糖
尿
病

の
予
防
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
／
場
所
＝
①
11
月
26

日
�
９
時
30
分
〜
15
時
／
保
健

セ
ン
タ
ー
②
12
月
３
日
�
９
時

30
分
〜
12
時
30
分
／
流
山
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
▽
内
容
＝
①

食
事
に
つ
い
て
の
講
義
、
調
理

実
習
・
試
食
、
医
師
に
よ
る
講

義
②
運
動
実
技
ほ
か
▽
定
員
＝

40
人
（
先
着
順
）
▽
持
ち
物
＝

①
筆
記
用
具
、
電
卓
、
エ
プ
ロ

ン
、
三
角
巾
②
運
動
靴
、
運
動

の
で
き
る
服
、
筆
記
用
具
、
飲

み
物
▽
参
加
費
＝
４
５
０
円
程

度
（
調
理
材
料
代
）
▽
申
し
込

み
＝
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
□問
保
健
セ
ン
タ
ー
�
７
１
５

４
―

０
３
３
１

�
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�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

あ
な
た
の
血
糖
値
は
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？

「
糖
尿
病
予
防
教
室
」
に
参
加
を

ゆうゆう大学 展示と舞台で学習成果を披露
中高年の学習の場として親しまれている「ゆうゆう大学｣の発表会を文化会館で

開催します。この発表会は、２年間ゆうゆう大学で学んだ成果を発表するもので、

水墨画や俳句、書道などの展示発表、音楽や詩吟、舞踊、ビデオ上映などの舞台発

表を行います。皆さんの来場をお待ちしています。

【展示発表】
▽期間＝11月19日�～21日�

▽時間＝10時～16時30分

（19日は13時から、21日は15時まで）

□問文化会館�７１５８－３４６２

まちづくり
シンポジウム

市
町
村
合
併
のを

考
え
よ
う
！

メ
リ
ッ
ト

デ
メ
リ
ッ
ト

ポリオ予防接種のお知らせ
ポリオの集団予防接種を右表のとお

り実施します。
▽対象＝生後３カ月～７歳半未満児

▽申し込み＝母子健康手帳、予診票を
持参し、直接会場へ※内臓に疾患のあ
る場合には、接種を受けられないこと
もあります。事前に主治医に相談を
□問保健センター�７１５４－０３３１

会　場 
期　　　日 

25日� 
29日� 
26日� 
27日	 
28日��

11月 12月 
 
2日��

3日� 
―― 
―― 

※受付時間は13時15分～14時15分（接種開始は13時30分） 

 
保健センター 

南流山センター 
東 部 公 民 館  
文 化 会 館  

送迎バス運行予定時刻表 

※帰りの出発時間は式典の進行状況により変更になる場合あり 

☆1号車の運行コース  
老人福祉センター（13：00）－平方バス停前（13：05）－江戸川
台駅西口千葉銀行前（13：10）－流山市農協新川支店前（13：
15）－富士見台バス停（13：20）－南Ｔ字路（13：25）－文化会
館（13：30） 
◇文化会館（15：45発）－（逆順路で）－老人福祉センター  
☆2号車の運行コース  
初石公民館（13：00）－東初石2丁目
初石鈑金前（13：05）－
八木郵便局前（13：10）－駒木旧江原商店前（13：15）－正満
寺前（13：20）－市野谷松山商店前（13：25）－文化会館（13：30） 
◇文化会館（15：45発）－（逆順路で）－初石公民館  
☆3号車の運行コース  
向小金福祉会館（12：30）－松ケ丘自治会館（12：45）－東部
公民館（13：00）－東部中学校正門前（13：05）－八木中学校
正門前（13：10）－芝崎バス停（13：15）－西平井青年館前（13：
20） －文化会館（13：30） 
◇文化会館（15：45発）－（逆順路で）－向小金福祉会館  
☆4号車の運行コース  
南流山7号公園（13：00）－南流山センター（13：05）－横須賀
橋手前（13：10）－東洋学園大学前（13：20）－思井福祉会館
前（13：30）－文化会館（13：40）  
◇文化会館（15：45発）－（逆順路で）－南流山7号公園 

過
去
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
対
し

て
追
悼
の
誠
を
捧
げ
る
「
平
成
十
四
年
度
流
山

市
戦
没
者
追
悼
式
」
を
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
、

市
内
各
所
と
会
場
を
結
ぶ
無
料
送
迎
バ
ス
（
左

表
参
照
）
を
運
行
し
ま
す
。

▽
日
時
＝
11
月
13
日
	
14
時
〜
（
受
け
付
け

は
13
時
〜
）
▽
場
所
＝
文
化
会
館

□問
社
会
福
祉
課
�
７
１
５
０
―

６
０
７
９

戦没者追悼式
13日に文化会館で

会場へは
無料送迎バスの

ご利用を

【舞台発表】
▽期日＝11月21日�

▽時間＝10時～15時30分

※いずれも入場無料で場所は文化会館
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「
第
三
次
流
山
市
行
政
改
革
大

綱
」
お
よ
び
「
同
実
施
計
画
」
で

は
、
全
部
で
百
九
十
九
の
見
直
し

項
目
を
設
定
し
ま
し
た
。

実
施
率
は
、
実
施
済
と
実
施
中

の
項
目
を
合
わ
せ
て
、
七
十
二
パ

ー
セ
ン
ト
。
経
済
効
果
は
、
算
定

可
能
な
額
で
、
約
二
十
一
億
三
千

四
百
万
円
で
し
た
。

経
済
効
果
の
内
訳
は
、「
国
県
補

助
金
等
特
定
財
源
の
発
掘
確
保
」

や
「
市
有
財
産
の
有
効
活
用
」
な

第
3
次
流
山
市
行
政
改
革
大
綱

さらに進めます！行政改革
～サービス向上と大きな経済効果を目指して～

景
気
の
低
迷
に
よ
り
厳
し
さ
を
増
す
財
政
事
情
と
、

少
子
高
齢
社
会
の
到
来
な
ど
に
よ
る
市
民
ニ
ー
ズ
の
変

動
に
対
応
す
る
た
め
、
市
で
は
「
第
三
次
流
山
市
行
政

改
革
大
綱
」
に
基
づ
き
、
平
成
十
一
年
度
か
ら
平
成
十

三
年
度
ま
で
の
三
年
間
に
わ
た
り
、
行
政
改
革
の
推
進

に
努
め
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
そ
の
成
果
と
平
成
十
四
年
度
以
降
の
行
政

改
革
の
指
針
と
な
る
「
第
四
次
流
山
市
行
政
改
革
大
綱
」

の
骨
子
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第
３
次
流
山
市
行
政

改
革
大
綱
の
総
括

ど
に
よ
る
約
四
億
五
千
八
百
万
円

の
歳
入
と
、「
給
与
制
度
及
び
そ
の

運
用
の
適
正
化
」
や
「
経
費
の
節

減
」
な
ど
に
よ
る
約
十
六
億
七
千

六
百
万
円
の
歳
出
節
減
に
よ
る
も

の
で
す
。

ま
た
、
実
施
に
至
ら
な
か
っ
た

項
目
は
、
市
役
所
全
体
で
取
り
組

む
「
積
極
的
、
計
画
的
な
民
間
委

託
等
の
推
進
」
や
「
附
属
機
関
等

の
統
廃
合
」
な
ど
で
あ
り
、
こ
れ

ら
の
課
題
に
つ
い
て
は
、「
第
四
次

流
山
市
行
政
改
革
大
綱
」
の
中
で

取
り
組
み
、
体
制
の
変
更
な
ど
に

よ
り
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

用語の説明
（注１）　行政評価システム 
　まちづくりの達成度や市民満足度、また正確なコストを把握し、
施策や事務事業を改善する方法。 

評価のサイクル 

評価（Ｓｅｅ） 

企画（Ｐｌａｎ） 実施（Ｄｏ） 

【事業ごとに実績や 
　達成度などを評価】 
・成果は出ているか 
・もっと安くできないか 
 

 【実施する】 
・どんな仕事の内容なのか 
・コストは、いくらかかっているのか 

【評価結果をもとに、翌年度の 
　事業計画に改革案などを反映】 
・来年度はどう改善するのか 
・来年度の仕事の計画はどうするのか 

　この一連の作業を循環させることで、多様化する市民ニーズ 
に応え、限られた財源の有効活用を図ります。 

（注２）　 成果指標 
　市が実施する事業ごとに、その成果・効果を数値化した
指標で、｢何がどれだけ良くなる｣という成果指標を設定す
ることで、事業の効果や達成度、市民満足度などを測ります。 

第3次流山市行政改革大綱の主な成果 
１. 事務事業の見直し ３. 職員定数及び給与制度の適正化

２. 財政構造の健全化の推進

【事務事業の見直し】
●男女共同参画社会を推進するため、｢流山市男女共同参画プラン｣を
策定
●小・中学校の余裕教室を活用し、防災備蓄倉庫、学童保育所などを
設置
●祝日（12/31～1/3を除く）の家庭系のごみ収集を開始

【民間委託の推進】
●介護サービス提供状況調査や研修会の開催などを民間事業者に委託
●体育館の守衛業務を廃止。受付・管理業務を日中は臨時職員、夜間
はシルバー人材センターに委託

【規制緩和の推進】
●｢下水道使用料の納付届出書｣など、申請書の押印を廃止

【新たな行財政運営システム（ＣＡＰ21）の導入検討】
●行政評価システム（注１）の導入に向け、行政評価に関する職員研
修、施策体系の整理、成果指標（注２）の設定、事業評価表の作成
などを実施
●事業別予算システムを導入

●通勤手当の見直し
●特別職・議員の期末手当の10％削減（３年間の時限措置）
●管理職手当の10％削減、管理職の期末勤勉手当の役職加算を削減
（３年間の時限措置）
●初任給の１号俸引き下げ

４. 組織・機構の見直し

●｢審議会等の委員の選任等に関する指針｣に基づき、委員の選任は３
期まで、兼職は５つまでに見直し
●女性の積極的登用（平成13年度末の女性委員登用比率：41.3％）をは
じめ、幅広い人材登用を目的に公募を拡大

５. 職員の意識改革、能力開発等の推進

●新行財政運営システム（ＣＡＰ21）の柱である、｢地方分権の到来に
対応できる創造性の醸成｣、｢開かれた市政を築く説明責任の確立｣、
｢市民本位の効率性・満足度の追求｣の３つの理念および手法を、多
数の職員が理解できるよう階層別に説明会などを開催

６. 行政の情報化など行政サービスの向上
●庁内ＬＡＮシステムの目的、具体的手法、年度別導入計画を明確にし
た｢流山市庁内ＬＡＮ推進計画｣を策定。平成13年度から基盤整備中

７. 公正の確保と透明性の向上

●情報公開に併せ、個人情報の保護を目的に｢個人情報保護条例｣を制定
●市民活動団体を対象に、行政との関わりなどについての実態調査を
実施
●ボランティア活動やＮＰＯ法人（特定非営利活動法人）認証取得希
望者のためのマニュアル作成および研修会を実施
●市マスタープラン（まちづくりの基本指針）の策定に、立案段階か
らの市民参加方式を導入

８. 会館等公共施設関係
●中央図書館の夜間開館を実施
●体育館などの祝日開放および博物館展示室の一部を市民に開放
●福祉会館、老人福祉センター、勤労青少年ホーム、勤労者総合福祉
センターなどの効率的な管理・運営を目的に、シルバー人材センタ
ーを活用

【賦課・徴収事務の充実・強化】
●市税などの徴収率の向上を目指し、専門徴収員を採用。目標収納率
を設定し、夜間や休日の滞納整理や納付相談会を実施
●市県民税（普通徴収）、固定資産税・都市計画税の前納報奨金制度を
廃止

【国県補助金等特定財源の発掘確保】
●｢つくばエクスプレスの建設費の出資に対する地方交付税制度の改正
について｣を国に要望し、地方債の償還金の一部を地方交付税に算入

【受益者負担の適正化】
●警察への貸付用地の一部を有償化
●土地・家屋一覧表の閲覧を、コピー交付（有料）に変更
●成人・老人検診事業の一部負担金制度を導入
●家庭菜園講習会のテキスト代を有料化

【新たな財源の確保】
●市有財産を有効活用するため、市有地を公共事業の代替地として提供　
●面積が過小な市有地は、隣接地主に積極的に売却

【経費の節減】
●｢時間外勤務の縮減に関する指針｣を策定し、平成８年度は131,349時
間あった時間外勤務を、平成13年度は110,438時間に削減
●鉄道賃のグリーン料金の支給廃止
●出張手当の見直し
●市営住宅の借り上げ方式を導入するため事業主を募集し、借上住宅
選定審査会において決定

【公共工事コスト縮減への取り組み】
●｢公共工事コスト縮減対策に関する行動計画｣に基づき、各課等にお
いて目標のコスト縮減を図った

【PFI方式導入の検討】
●｢民間活力導入研究会｣を設置し、PFI（公共サービスの運営などを、
民間事業者の資金と経営ノウハウで実施する行政手法）などの導入
を研究

ト結果まとまる
民が回答
ョンや施策の一部の達成度を評

の中で、これからの事業や税

りアンケート（行政評価アン

以上の市民3,000人を対象に行

不明８人）の回答がありまし

役所の仕事ぶり｣、｢福祉環境｣、

Ｔ化の推進｣、｢子育てや生涯

ど全39項目。

達成度｣、｢市役所の仕事ぶり｣

お、調査結果の詳細は、市役

でご覧になれます。

考えていくべきことは何だと思 
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第
４
次
流
山
市
行
政

改
革
大
綱
の
骨
子

国
民
皆
保
険
制
度

保
険
料
は
納
付
期
限
内
に

第
4
次
流
山
市
行
政
改
革
大
綱

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
行
政
改
革
を
推
進

「
第
四
次
流
山
市
行
政
改
革
大

綱
」
は
、
流
山
市
行
政
改
革
懇
話

会
か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
書
を
柱

と
し
、「
市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ

る
行
政
改
革
の
推
進
に
向
け
て
」

を
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
掲
げ
ま
し

た
。同

大
綱
の
集
中
的
な
推
進
期
間

は
、
平
成
十
四
年
度
か
ら
平
成
十

六
年
度
ま
で
の
三
年
間
と
し
、
そ

の
進
行
管
理
は
、
流
山
市
行
政
改

革
実
施
本
部
が
行
い
、
検
討
期
間

や
実
施
年
度
の
明
確
化
、
実
施
に

至
ら
な
い
場
合
の
理
由
の
明
確
化

に
努
め
ま
す
。

ま
た
、「
第
二
次
財
政
改
革
指
針
」

を
同
時
に
策
定
し
、
社
会
経
済
情

勢
の
変
動
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、

本
市
の
実
情
に
即
し
た
「
実
行
あ

る
改
革
」を
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

①新行財政運営システム（CAP21）の構築
行政評価システム（注１）を最大限に活用し、｢公開、透明性、説明責任｣を
原点とした行政改革を実践する。

②数値目標の設定
出来る限り、行政改革の目標を数値化する。

③開かれた市政の推進
市民との協働、市民参加の推進等、市政の公平性・透明性に一層留意する。

④効率的・効果的な行財政運営の推進
人件費や公債費等の義務的経費の圧縮に努め、財政構造の健全化を図ると
ともに、行財政運営の簡素効率化を一層進める。

⑤市民サービスの向上
接遇の向上に努め、窓口サービスの迅速化や事務処理日数（時間）の短縮
化を図るほか、申請書様式等の簡素化や関連窓口の一元化等、市民サービ
スの向上に努める。

⑥職員の意識改革と能力開発
日常の仕事を通して職員の意識を高め、創意工夫を引き出す仕組みを設け
ることや人事制度の見直しを行い、一層の職員の意識改革と能力開発に努
める。

第4次流山市行政改革大綱の基本視点

第4次流山市行政改革大綱の重点事項 

１市民と行政のパートナーシップの推進
（１）市民参加の推進
行財政運営の構造改革には、市の総合計画が掲げている「市民と行政のパート
ナーシップの推進」という理念の浸透が重要な柱となります。
①ＮＰＯ、ボランティア団体等の育成
②市民と行政の協働によるルールづくり

（２）市政の透明性の向上
行財政運営の公正さや透明性を向上させるためには、積極的な情報公開と説明
責任の追及が不可欠です。
①監査機能の充実
②行政の公平性・透明性の向上
③入札制度の透明性の向上
④公表・公開の徹底

２行財政のあり方の見直し
（１）事務事業の見直し
付加価値の高いサービスを提供していくために、各事務事業の対象・コスト・
まちづくりへの貢献度など行政評価システム（注１）が持つメリットを最大限に
活用し、行財政運営の構造改革を目指します。
①行政評価システムの軌道化
②民間活力の活用推進

（２）財政構造の健全化
財政の健全化に向けては、これまで財政改革指針（平成10年度に策定）で実践
してきた財政改革を継続していくために、「第２次財政改革指針」を策定し、
この財政改革の中で、賦課・徴収事務の充実・強化、補助金等の見直し、受益
者負担の適正化など、財政基盤の徹底強化を進めていきます。さらには、バラ
ンスシートの作成やペイオフ対策を積極的に検討していきます。

３職員定数及び給与制度の適正化
（１）職員定数の適正化
事務事業に見合った職員定数の管理が必要なため、行政評価システムが有する
事務事業単位の職員従事時間数の推計機能を強化し、この環境に即した定員適
正化計画を策定します。

（２）給与制度の適正化
千葉県や他市の給与水準を研究・検討し、給与制度や諸手当の見直しに努めます。

４組織・機構の見直し
（１）組織の再構築
現在の部・課等による組織体系のメリット・デメリットを考察し、先進団体・
民間企業の事例を視野に入れて導入を検討します。

（２）附属機関等の見直し
目的の達成されたものの廃止や類似したものの統廃合等の見直しを行います。

５職員の意識改革・能力開発等の推進
（１）職員の能力開発・人材育成
行政のプロフェッショナルとして、法制度等に加え、常に社会情勢を理解する
姿勢とともに、社会の変化に即応する考え方やものの見方ができる能力開発を
進めます。
①人材育成に関する計画の策定
②職場風土の醸成
③研修内容の充実

（２）人事制度の見直し
年齢や性別にとらわれない能力評価や管理職登用に結びつく人事管理の見直し
に努めます。

６行政の情報化等行政サービスの向上
（１）事務事業の電子化の推進
平成12年に策定した「庁内ＬＡＮ推進計画」を見直し、本市の情報化の基本方
針・計画を定める「（仮称）電子自治体構築計画｣を策定します。

（２）窓口業務等対応の改善
市民の立場に立ち真心のこもったサービス精神で、的確・迅速に対応し接遇の
向上を図ります。

（３）行政サービス総合化の推進
庁内ＬＡＮの機能を活用し、関連窓口の一元化等や、類似・関連した施策・業
務を一体的に実施するなど効率的な行財政運営に努めます。

７会館等公共施設関係
（１）利用促進及び利用見込み等の多角的検討

開館日・開館時間の再検討や広域的利用等、周辺地域の状況も勘案し、方策を
積極的に推進します。

（２）公共施設等管理運営の見直し
ＮＰＯや民間への委託、地域団体等の自主的活動による管理運営に委ねる等の
方向で見直しを行います。

問い合わせ
企画経営課 経営改革室
� 7 1 5 0 － 6 0 6 4

皆さんのご意見をお寄せください
今後の行政改革推進の参考とするため、市民の
皆さんからのご意見、ご提言をお待ちしています。
ご意見などは郵送、ファックス、Ｅメール等でお
寄せください。
なお、本記事に関する詳しい資料は、市役所情
報公開コーナーまたは市ホームページでご覧いた
だけます。

【宛　先】〒270－0192 流山市平和台1－1－1
流山市役所　企画部　企画経営課　経営改革室

【ＦＡＸ】７１５０－０１１１
【Ｅメール】ngrym@tohkatsu.or.jp
【ホームページ】
http://www.tohkatsu.or.jp/̃ ngrym/

国
民
健
康
保
険
は
、
私
た
ち
が

病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
、
安
心

し
て
お
医
者
さ
ん
に
か
か
れ
る
よ

う
に
、
日
ご
ろ
か
ら
保
険
料
を
出

し
合
っ
て
、
み
ん
な
で
助
け
合
う

制
度
で
す
。

私
た
ち
は
、「
国
民
皆
保
険
制
度
」

と
い
っ
て
、
い
ず
れ
か
の
健
康
保

険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加

入
し
て
い
る
人
や
そ
の
扶
養
者
以

外
の
人
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加

入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
人
が
、
職
場
の
健
康
保

険
に
加
入
す
る
な
ど
何
か
変
更
が

あ
っ
た
場
合
は
、
世
帯
主
の
方
は

十
四
日
以
内
に
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

保
険
料
は
、
医
療
費
の
支
払
い

な
ど
の
大
切
な
財
源
と
し
て
、
み

ん
な
で
公
平
に
負
担
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
納
付
期
限
内
に

納
め
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
病
気
や
そ
の
他
の
理
由

で
、
納
付
期
限
内
に
納
め
ら
れ
な

い
場
合
は
、
必
ず
納
付
相
談
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
収
納
指
導
員
に
よ
る
訪

問
徴
収
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

特
別
な
事
情
も
な
い
ま
ま
、
保

険
料
を
納
め
ず
に
い
る
と
、
短
期

間
し
か
使
え
な
い
被
保
険
者
証
や

医
療
費
の
自
己
負
担
が
十
割
の
資

格
証
明
書
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

本
市
の
医
療
費
支
払
い
額
は
、

年
々
増
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が

健
康
で
あ
る
こ
と
が
、
医
療
費
を

節
約
す
る
一
番
の
方
法
で
す
。

健
康
な
体
を
保
つ
た
め
に
は
、

良
い
生
活
習
慣
を
続
け
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
適
度
な
運
動
や
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
食
事
、
十
分
な
休

養
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
生
活
習

慣
病
と
呼
ば
れ
る
「
が
ん
、
心
臓

病
、
脳
血
管
疾
患
」
な
ど
は
、
日

ご
ろ
の
生
活
習
慣
が
発
病
に
深
く

関
わ
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
健
康
管
理
や
病
気
の
早

期
発
見
の
た
め
、
定
期
的
に
健
康

健
康
な
体
が
医
療
費
を
節
約

診
査
を
受
け
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

☆
「
か
か
り
つ
け
医
」
を
持
と

う
病
気
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
、

安
心
し
て
治
療
を
受
け
ら
れ
る

「
か
か
り
つ
け
医
」
を
持
ち
ま
し
ょ

う
。
同
じ
病
気
で
幾
つ
も
の
病
院

に
か
か
る
こ
と
は
、
医
療
費
の
増

大
に
つ
な
が
り
ま
す
。

出
産
を
控
え
て
い
る
方
が
、
国

民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
世

帯
で
、
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給

が
見
込
ま
れ
る
世
帯
主
に
無
利
子

で
出
産
費
を
貸
し
付
け
ま
す
。

▽
申
請
受
付
／
必
要
書
類
＝
①

出
産
予
定
日
が
、
１
カ
月
未
満
に

達
し
た
日
以
降
／
医
師
の
証
明
書

②
妊
娠
４
カ
月
以
上
で
医
療
機
関

か
ら
費
用
の
支
払
い
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き
／
医
療
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関
な
ど
か
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書
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産
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載
さ
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の
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▽
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＝
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貸
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度

□問
国
保
年
金
課
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者
一
人
ひ
と
り
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民
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険 

まちづくりアンケート
1,253人の市民

市民の皆さんに、市総合計画のビジョン

価してもらい、行政評価システム（注１）の

金の使い方を検討するための｢まちづくり

ケート）｣の結果がまとまりました。

この調査は、無作為に抽出した20歳以上

い、1,253人（男性479人、女性766人、不明

た。

調査票の内容は、｢まちづくり｣、｢市役所

｢環境問題｣、｢男女共同参画社会｣、｢ＩＴ化

学習｣、｢ボランティア｣に関する質問など全

ここでは、｢まちづくりの特徴とその達成

の調査結果についてお知らせします。なお

所情報公開コーナーや市のホームページで

問５　流山市がまちづくりの特徴として考え
いますか。（重複回答あり） 

�豊かな自然が生かされたまち　　　　　　 
�閑静な住宅街（ベットタウン） 
�多種多様な働く場所がある産業のまち 
�市外の人も集まる活気とにぎわいがあるまち 
�その他 
�特にない 
�無回答 

（57.3％） 
（33.7％） 
（ 5.5％） 
（15.0％） 
（ 3.1％） 
（ 3.4％） 
（ 1.8％） 
 合　計　　  119.9％ 0

問６　問５で選んだ流山市の特徴を生かした
たはどう思いますか。 

�達成できている　 
�どちらかというと達成している 
�どちらともいえない 
�どちらかというと達成していない 
�達成できていない 
�無回答 

（ 1.7％） 
（18.9％） 
（42.8％） 
（18.9％） 
（10.5％） 
（ 7.2％） 

合　計　　  100.0％ 0

問８－２　｢あなたは市役所の仕事ぶりに満
に、｢やや不満である｣、｢不満である｣と回答
あり） 

�職員の対応・態度が悪い　 
�仕事が遅い・待たされる 
�仕事のやり方が場あたり的である 
�職員にコスト意識がない 
�利用時間が不便である 
�場所が不便である 
�手続きが煩雑（はんざつ）で大変である 
�その他 
�無回答 

（33.8％） 
（21.1％） 
（25.6％） 
（37.3％） 
（26.6％） 
（38.8％） 
（11.2％） 
（19.4％） 
（ 1.5％） 

合　計　　  215.4％ 
0
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児童館・センター
開催時間や申し込み方法など
の詳細は、各児童館・児童センタ
ーへお問い合わせください

今月の催し物

駒 木 台 児 童 館
�７１５４－４８２１

会　　場 日　程　・　催　し　物

11／30�
江戸川台児童センター
�７１５４－３０２６

向小金児童センター
�７１７３－９３２０

思井児童センター
�７１５９－５６６６

十太夫児童センター
�７１５４－５２５４

野々下児童センター
�７１４５－９５００

赤城児童センター
�７１５８－４５４５

焼きいもとみんなの運
動会

ドッジボール大会

木の実のツリー作り

11／30� 五目並べ大会

11／９�
11／16�

土曜ロードショー
ドッジボール大会

ドッジボール大会
マンカラ大会

11／30� 焼きいも大会

11／16� マンカラ大会

11／11�
11／25�
～30�

11／９�
11／30�

このコーナーは、近くのまちで行わ

れる催し物の情報を皆さんにお知らせ

するため、毎月掲載しています。

近くまで出かけたときなどに「ぶら

っ」と立ち寄ってみてはいかがですか。

松戸市国際文化祭「世界の文化を体験しよう」
▽日時＝11月30日�10時30分～15時30分▽場所＝松戸市民
会館▽内容＝①アンデスの響き～ロス・ラティーノス　フォ
ルクローレコンサート（往復ハガキなどによる申し込み制）
②展示、体験コーナー、世界のグルメコーナー▽入場料＝無
料（一部有料）※申し込みなどの詳細については問い合わせ
を
□問�松戸市国際交流協会�０４７－３６６－７３１０

特別展「江戸川誕生物語」
▽展示期間＝～11月17日�９時～16時▽場所＝野田市郷土
博物館※月曜休館▽内容＝江戸川の歴史的資料の紹介や解説
など▽入場料＝無料
□問野田市郷土博物館�７１２４－６８５１

柏市民コンサート～ミュージカルの魅力～
▽日時＝12月８日�15時～▽場所＝柏市民文化会館▽内
容＝第１幕…サウンド　オブ　ミュージック　第２幕…マイ
フェア　レディよりウエスト　サイド　ストーリーほか▽入
場料＝一般2,000円、高校生以下800円▽チケットの販売＝柏
市民コンサート実行委員会事務局、浅野書店など
□問柏市文化課�７１６７－１４９４

ジャパンバードフェスティバル　２００２
▽日時＝11月16日�～17日�９時～16時30分（最終日は15
時まで）▽場所＝我孫子生涯学習センター「アビスタ」、県
手賀沼親水広場ほか▽内容＝全日本バードカービングコンク
ール、バードウォッチングツアー・ラリー、講演会など▽入
場料＝無料（一部有料）
□問我孫子市企画調整室�７１８５－１１１１

２００２かまがや福祉健康フェア
▽日時＝11月10日�10時～15時▽場所＝市役所１階市民ホ
ール・総合福祉保健センター▽内容＝健康と福祉に関するさ
まざまなイベントなど▽入場料＝無料
□問鎌ケ谷市社会福祉課・健康管理課�０４７－４４５－１

１４１

松 　 戸 　 市

★
幼
児
こ
と
ば
の
相
談
室
講
演

会
▽
日
時
＝
11
月
15
日
�
10
時
〜

12
時
▽
場
所
＝
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
▽

対
象
＝
幼
児
を
持
つ
親
▽
講
師
＝

長
澤
泰
子
さ
ん
（
日
本
橋
学
館
教

授
）
▽
テ
ー
マ
＝
心
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
「
こ
と
ば
の
育
ち
に

大
切
な
も
の
」
▽
参
加
費
＝
無
料

▽
申
し
込
み
＝
当
日
直
接
会
場
へ

□問
障
害
者
支
援
課
�
７
１
５
０

―

６
０
８
１

★
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
の
た
め
の

軽
ス
ポ
ー
ツ
活
用
講
習
会

▽
日
時
＝
11
月
16
日
�
13
時
30

分
〜
15
時
30
分
▽
場
所
＝
市
民
総

合
体
育
館
▽
対
象
／
定
員
＝
自
治

会
、
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
リ
ー
ダ

ー
／
30
人
（
先
着
順
）
▽
参
加

費
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
電
話
で

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ

□問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
�
７
１
５

９
―

１
２
１
２

★
身
体
障
害
者
の
た
め
の
料
理

講
座▽

日
時
＝
11
月
12
日
�
10
時
〜

13
時
▽
場
所
＝
初
石
公
民
館
▽
対

象
／
定
員
＝
市
内
在
住
の
身
体
障

害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
／
20
人

（
先
着
順
）
▽
内
容
＝
料
理
メ
ニ
ュ

ー
①
肉
じ
ゃ
が
②
き
の
こ
と
レ
タ

ス
の
和
風
サ
ラ
ダ
③
野
菜
の
さ
っ

ぱ
り
ス
ー
プ
▽
参
加
費
＝
７
０
０

円
▽
持
ち
物
＝
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
▽
申
し
込
み
＝
11
月
８
日
ま
で

に
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
市

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

□問
市
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
�
７
１
５
５
―

３
６
３
８
�
７

１
５
３
―

３
４
３
７

南
米
日
系
人
の
た
め
の
職
業
生

活
講
習
会

▽
日
時
＝
11
月
10
日
�
13
時
〜

16
時
▽
場
所
＝
船
橋
市
中
央
公
民

館
▽
対
象
＝
中
南
米
日
系
人
▽
内

容
＝
「
確
定
申
告
」
と
「
保
育
園

の
入
園
手
続
き
等
」
に
関
す
る
講

演
と
相
談
▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申

し
込
み
＝
当
日
直
接
会
場
へ

□問
�
産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー

千
葉
事
務
所
�
０
４
３
―

２
２
５

―

６
０
７
２

★
図
書
館
子
ど
も
映
画
会

▽
日
時
／
場
所
＝
①
11
月
２
日

�
／
中
央
図
書
館
②
11
月
９
日

�
／
森
の
図
書
館
い
ず
れ
も
13
時

30
分
〜
▽
対
象
／
定
員
＝
小
学
校

中
学
年
以
上
／
①
40
人
②
80
人
い

ず
れ
も
先
着
順
▽
内
容
＝
映
画

「
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
と
賢
者
の
石
」

の
上
映
▽
入
場
料
＝
無
料
▽
申
し

込
み
＝
当
日
直
接
会
場
へ

□問
中
央
図
書
館
�
７
１
５
９
―

４
６
４
６

★
秋
の
薩
摩
琵
琶
コ
ン
サ
ー
ト

▽
日
時
＝
11
月
24
日
�
14
時
〜

16
時
▽
場
所
＝
一
茶
双
樹
記
念
館

▽
曲
目
＝
鉢
の
木
、
城
山
、
潯
陽

江
▽
出
演
＝
須
田
誠
舟
さ
ん
、
和

田
妙
舟
さ
ん
▽
入
場
料
＝
無
料
▽

申
し
込
み
＝
当
日
直
接
会
場
へ

□問
市
立
博
物
館
�
７
１
５
９
―

３
４
３
４

★
市
内
小
・
中
学
校
図
画
・
習

字
・
読
書
感
想
文
展
示
会

▽
日
程
＝
11
月
16
日
�
〜
17
日

�
９
時
〜
16
時
▽
場
所
＝
南
流
山

セ
ン
タ
ー
▽
入
場
料
＝
無
料
▽
申

し
込
み
＝
当
日
直
接
会
場
へ

□問
指
導
課
�
７
１
５
０
―

６
１

０
５★

市
臨
時
職
員
の
募
集

市
は
、
緊
急
雇
用
対
策
と
し
て
、

市
内
に
住
所
を
有
す
る
十
八
歳
か

ら
三
十
五
歳
ま
で
の
方
を
対
象
に
、

臨
時
職
員
（
選
考
後
か
ら
最
長
で

平
成
十
五
年
三
月
ま
で
雇
用
）
を

募
集
し
ま
す
。

▽
勤
務
場
所
／
内
容
＝
流
山
市

役
所
／
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
デ
ー
タ

入
力
作
業
、
一
般
事
務
な
ど
▽
勤

務
時
間
＝
１
カ
月
当
た
り
14
日
以

内
ま
た
は
１
日
当
た
り
５
時
間
30

分
以
内
▽
賃
金
＝
時
給
７
７
０
円

（
交
通
費
別
途
支
給
）
▽
応
募
方

法
＝
履
歴
書
を
人
事
課
へ
持
参
ま

た
は
郵
送
▽
応
募
期
間
＝
11
月
１

日
〜
15
日
（
必
着
）
▽
選
考
方

法
＝
書
類
審
査
お
よ
び
面
接

□問
人
事
課
�
７
１
５
０
―

６
０

６
８自

衛
隊
生
徒
募
集

▽
応
募
資
格
＝
日
本
国
籍
を
有

し
、
中
学
校
卒
業
（
見
込
み
含
む
）

の
満
17
歳
未
満
の
男
子
（
平
成
15

年
４
月
１
日
現
在
）
▽
受
付
期

間
＝
随
時
▽
試
験
日
＝
平
成
15
年

１
月
11
日
�
※
詳
細
は
問
い
合
わ

せ
を□問

自
衛
隊
柏
募
集
案
内
所
�
７

１
６
３
―

６
８
８
４

★
市
民
委
員
会

▽
日
時
＝
11
月
９
日
�
９
時
30

分
〜
12
時
▽
場
所
＝
市
役
所
▽
内

容
＝
市
環
境
基
本
計
画
の
策
定
に

つ
い
て

□問
環
境
保
全
課
�
７
１
５
０
―

６
０
８
３

★
市
ス
ポ
レ
ク
祭
ヘ
ル
ス
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会

▽
日
時
＝
11
月
30
日
�
13
時
30

分
〜
▽
場
所
＝
市
民
総
合
体
育
館

▽
対
象
＝
中
学
生
以
上
（
１
チ
ー

ム
４
〜
６
人
）
▽
ク
ラ
ス
＝
①
女

子
の
部
②
男
子
お
よ
び
混
合
の
部

▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝

11
月
22
日
ま
で
に
電
話
で
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
へ

□問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
�
７
１
５

９
―

１
２
１
２

★
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
の

つ
ど
い
「
わ
ぁ
〜
い
、
わ
ぁ
〜
い

夢
の
島
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」

▽
期
日
＝
11
月
10
日
�
▽
場

所
＝
夢
の
島
（
江
東
区
）
▽
集
合

時
間
／
集
合
場
所
＝
①
７
時
45

分
／
南
流
山
駅
②
８
時
50
分
／
新

木
場
駅
▽
内
容
＝
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

▽
参
加
費
＝
約
３
５
０
円
（
入
園

料
な
ど
、
交
通
費
は
自
己
負
担
）

▽
持
ち
物
＝
タ
オ
ル
、
水
筒
▽
申

し
込
み
＝
当
日
直
接
集
合
場
所
へ

□問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
�
７
１
５

展
　
示

映
画
・
公
演

講
座
・
講
演

９
―

１
２
１
２

★
福
祉
会
館
ま
つ
り

▽
日
時
＝
11
月
９
日
�
10
時
〜

15
時
▽
場
所
＝
野
々
下
福
祉
会
館

▽
内
容
＝
踊
り
、
民
謡
、
詩
吟
、

カ
ラ
オ
ケ
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
サ
ー

ク
ル
発
表
会
▽
入
場
料
＝
無
料

（
弁
当
持
参
）
▽
申
し
込
み
＝
当
日

直
接
会
場
へ

□問
野
々
下
福
祉
会
館
�
７
１
４

５
―

９
５
０
０

成
人
の
特
別
入
学
者
選
抜

中
学
校
を
卒
業
し
て
、
満
20
歳

に
達
し
て
い
る
成
人
者
（
平
成
十

五
年
三
月
三
十
一
日
現
在
）
を
対

象
に
、
五
教
科
の
試
験
を
免
除
し

た
作
文
と
面
接
に
よ
る
検
査
を
実

施
し
ま
す
。

▽
願
書
等
の
交
付
＝
11
月
５
日

�
〜
▽
願
書
等
の
受
け
付
け
＝
平

成
15
年
１
月
27
日
�
９
時
〜
16
時

30
分
・
28
日
�
９
時
〜
12
時
▽
検

査
日
＝
平
成
15
年
２
月
３
日
�
▽

場
所
＝
い
ず
れ
も
県
立
東
葛
飾
高

等
学
校
※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

□問
県
立
東
葛
飾
高
等
学
校
�
７

１
４
３
―

４
２
７
１
（
14
時
〜
20

時
）

11月の家庭教育講座 
　どなたでも、どの会場でも、お気軽に参加で
きます。なお、受講中の保育（２歳～就学前児）
を希望される方は、開講日の10日前までに申し
込みが必要です。詳細は各会場へ問い合わせを 

日時・会場・ 
申込先電話番号 課題・内容 講　師 

11月1日� 
9：30～12：00 
南流山センター 
�7159－4511

「子どもが暴力から自分を 
　守るためのプログラム」 
～おとなワーク 
　　　ショップ～ 

「子どもが暴力から自分を 
　守るためのプログラム」 
～こどもワーク 
　　　ショップ～ 

「思春期の子ども 
　　とのつきあい方」 

ＣＡＰなのはな 
高橋　一枝　さん 
伊橋　幸生　さん 

２１世紀母親研究所 
代表・心理療法士 
坂本　洲子　さん 

ＣＡＰなのはな 
高橋　一枝　さん 
伊橋　幸生　さん 

聖徳大学 
関根　正明　さん 

「児童教育について」 
～子どものしつけを 
　　　　考える～ 

11月7日� 
10：00～12：00 
中央公民館 
�7158－3462

11月12日� 
10：00～12：00 
東部公民館 
�7144－2988

11月16日� 
9：30～12：00 
南流山センター 
�7159－4511

そ
の
他

★印のあるものは市主催のものです 

施
策
会
議
傍聴可

資
格
・
求
人

▽日程＝①11月６日	10時～16時、
江戸川台駅西口②11月12日�13時～16
時ＪＡ流山市流山支店▽献血のできる
方＝16歳～69歳の健康な方（ただし、
65歳以上の方は60歳から64歳までに献
血経験がある方）※献血手帳がある方
は持参　
□問保健センター�７１５４－０３３１

献 血 に ご 協 力 を

▽日時＝①11月15日②11月22日いずれも金曜10時30分～12
時▽場所＝文化会館▽テーマ＝①マジックの世界へようこそ
②絵本と手遊びの世界へようこそ▽定員＝20組（先着順）▽
参加費＝無料▽申し込み＝電話またはファックスで文化会館
へ

保育ボランティアグループ「ひだまり」のメンバーといっ
しょに、遊んだり子育てのお話しなどしてみませんか。
▽日時＝11月５日�10時～11時30分▽場所＝文化会館▽参
加費＝無料▽申し込み＝当日直接会場へ
□問文化会館�７１５８－３４６２／�７１５８－３４４２

乳幼児期の子どもを持つ方の出会いと交流の場

野 　 田 　 市

柏 　 　 　 市

我 孫 子 市

鎌 ケ 谷 市

ひだまりルーム

子育てサロン
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※
必
ず
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い

俳句

水
見
壽
男
　
選
　
（
流
山
市
東
深
井
865
‐
111
）

短歌

武
田
静
江
　
選
　
（
流
山
市
松
ケ
丘
４
‐
505
‐
90
）

詩

小
林
稔
　
選
（
流
山
市
前
平
井
88
‐
7
）

松ケ丘文化展（松ケ丘自治会主催）＝11月
９日�～10日�９時30分～16時、松ケ丘自治会
館。入場無料□問松ケ丘自治会�７１４６－１
５２５
特別講演会　斎藤惇夫氏「子どもと子どもの
本のために」（東葛飾地区母親読書センター主
催）＝11月28日�10時～12時、沼南町中央公民
館。入場料一般800円、会員600円※22日までに
申し込みを□問天満�７１５０－３７５１
アトリエ・ロケット展＝11月９日�～19日�
９時30分～17時、市立博物館。入場無料□問金巻
�７１５８－２８４６
第36回流山市民体育大会ソフトテニス中学生
大会（流山市体育協会主催）＝中学１年生大会
11月９日�、中学２年生大会11月16日�、市庭
球場。入場無料□問山下�７１５２－６６９８
スカウト祭（ボーイスカウト流山第２団主

催）＝11月10日�11時～14時、東深井地区公園。
参加費無料□問正村�７１５３－３０３０
絵画作品展（四季の会主催）＝11月11日�～
17日�９時～15時、流山郵便局。入場無料□問大
久保�７１５２－５６７１
流星会書展＝11月13日	～17日�10時～17時

（17日は15時まで）、杜のアトリエ黎明。入場無
料□問高橋�７１５９－５２０４
健康のために江戸川八十八ケ所札所（旧新川
村分）を歩く＝11月16日�９時～12時、初石駅
９時出発。参加費無料□問中村�７１５４－１３
６２
天野秀昭氏講演会―子どもは遊びながら自ら
育つ―「生きる力」ってどこからくるの？（の
だ遊ぼうよの会主催）＝11月30日�13時30分～
15時30分、野田市総合福祉会館。参加費500円
□問岡戸�７１７５－４９１８

音楽療法ってなあに（元気にドレミ主催）＝
11月10日�13時30分～15時、コミュニティプラ
ザ。入場無料□問菱沼�７１５９－４４２８
家事と家計の講習会（全国友の会松戸支部
流山地区主催）＝①11月22日�北部公民館②
11月28日�南流山センター、いずれも10時～
12時。資料代400円□問佐々木�７１５５－４０
９２
美しが丘女声合唱団第９回演奏会＝11月30日
�14時～、県立流山青年の家。入場無料□問河合
�７１５０－０３４８
初心者向けビーズ織り（織づる会主催）＝11
月６日	14時～17時、文化会館。参加費2,500円
□問鶴岡�７１５９－５９９８
ボーカル・アンサンブル村娘11周年記念コン
サート＝11月２日�14時～15時30分、さわやか
ちば県民プラザ。入場無料□問星野�７１５９－
２５１８
第15回フレンドリーシアター～オペラ「ヘン
ゼルとグレーテル」（障害者児と共にミュージ
カルを観る実行委員会主催）＝12月６日�～７
日�いずれも13時（開場）～、野田市文化会館。
入場無料（整理券が必要）□問根本�７１５４－
１４２３

ハッピーウォーク（社交ダンス）＝毎週水曜
19時～21時、文化会館□問井上�７１５８－４３
８６
どじょうすくい踊り（安来節）＝第２・４木
曜18時30分～20時30分、南流山センター□問山澤
�７１５８－１５３７
ルビーダンスサークル（社交ダンス）＝毎週
月曜13時～15時、松ケ丘自治会館□問苅谷�７１
７４－３６１１
源氏物語朗読会「幻」＝毎週火曜13時～15時、
富士見台自治会館□問入内島�７１５３－００２０
ストレッチ＆シェイプＵＰリズム体操＝毎週
火曜10時～11時30分、初石公民館□問小泉�７１
５２－５８２０
子ども将棋教室＝毎週土曜９時～11時30分、
主に流山福祉会館□問鈴木�７１５９－６６２５
プアメリ・アロハ（フラダンス）＝毎週火曜
①13時～14時30分②15時～16時30分、主に向小
金福祉会館□問藤崎�７１７４－３４７７
日本舞踊藤結会＝毎週水曜10時～12時、初石
公民館□問藤間�７１５４－１６７７

イ　ベ　ン　ト

サ　ー　ク　ル

老
医
師
の
生
き
方
上
手
読
む
夜
長

秋
時
雨
智
恵
子
の
空
も
山
も
消
し

秋
刀
魚
に
も
器
量
て
ふ
も
の
あ
り
に
け
り

水
音
の
や
が
て
消
さ
る
る
虫
時
雨

虫
時
雨
窓
を
閉
ざ
し
て
程
よ
き
音

【
評
】
一
句
目
　
最
近
話
題
の
老
い
の
生
き
方
に
触
れ
た
著
作
。
如
何
に
生
き
る
か
、
更

に
は
如
何
に
死
を
迎
え
る
か
も
、
人
生
。
季
題
の
夜
長
が
句
を
引
き
締
め
何
か
を
暗
示
し

て
い
る
。
二
句
目
　
少
し
冷
え
を
と
も
な
っ
た
秋
の
時
雨
。
高
村
光
太
郎
の
智
恵
子
抄
の

一
節
を
口
誦
み
つ
つ
、
詩
心
を
育
て
て
い
る
秋
の
一
句
。
三
句
目
　
ま
こ
と
視
点
の
面
白

さ
と
、
措
辞
の
巧
み
さ
に
心
が
動
か
さ
れ
た
。
器
量
と
言
う
か
ら
に
は
、
魚
の
生
き
と
い

う
部
分
を
も
包
括
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
巧
み
な
読
み
っ
ぷ
り
で
あ
る
。
四
句

目
　
こ
の
句
も
読
み
っ
ぷ
り
か
ら
言
え
ば
、
巧
み
さ
が
優
る
。
虫
時
雨
と
い
う
交
響
曲
に

水
音
が
消
え
る
と
い
う
措
辞
に
味
が
滲
む
。
五
句
目
　
こ
ち
ら
は
虫
時
雨
の
カ
ル
テ
ッ

ト
。
夜
長
に
程
よ
い
虫
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
で
あ
る
。

東
　
初
　
石
　
鈴
木
美
津
子

江
戸
川
台
東
　
船
橋
ま
さ
こ

向
　
小
　
金
　
関
口
　
條
山

西
　
初
　
石
　
斉
藤
登
志
子

向
　
小
　
金
　
相
川
　
　
豊

雲
流
れ
空
晴
れ
わ
た
る
を
見
上
げ
る
に
柿
は
た
わ
わ
に
色
付
き
に
け
り

こ
う
の
す
台
　
斎
藤
婦
美
子

山
菅
の
咲
く
美
し
さ
薮
の
な
か
花
咲
く
こ
ろ
に
先
ず
は
た
ず
ね
ん

野
　
々
　
下
　
杉
浦
　
　
栄

腰
痛
と
知
り
つ
つ
平
癒
の
す
べ
も
な
く
通
院
す
で
に
三
年
目
の
冬

向
　
小
　
金
　
佐
藤
　
桃
里

【
評
】
斎
藤
氏
　
秋
の
嘱
目
詠
、
初
句
「
雲
流
れ
空
晴
れ
わ
た
る
」
に
よ
り
黄
金
色
の
柿
が
空

よ
り
、
し
な
っ
て
垂
れ
る
風
景
を
呈
し
て
お
り
、
鮮
烈
な
豊
作
を
暗
示
し
て
い
る
、
巧
ま
ず
見

た
ま
ま
を
捉
え
、
実
感
が
存
在
力
を
示
し
て
い
る
。
杉
浦
氏
　
薮
蘭
の
古
名
の
山
菅
を
呼
称
す

る
作
者
、
視
聴
覚
的
に
思
い
描
い
て
と
別
段
の
事
は
な
い
。
語
り
か
け
る
よ
う
に
詠
ま
れ
た
歌

の
内
実
は
、
柔
軟
自
在
で
限
り
な
く
優
し
い
、
い
か
に
も
花
好
き
の
作
者
の
自
然
の
姿
が
浮
か

び
出
さ
れ
た
。
佐
藤
氏
　
初
句
「
腰
痛
」
の
境
涯
が
虚
し
さ
と
悲
哀
に
一
貫
し
て
こ
も
っ
て
お

り
、「
三
年
目
の
冬
」
の
呟
き
言
に
病
め
る
姿
が
に
じ
み
出
さ
れ
、
訴
え
る
心
情
に
共
感
を
覚

え
る
。

夢
の
距
離

平
和
台
　
佐
瀬
眞
理
子

夢
に
向
か
っ
て
が
ん
ば
ろ
う

き
っ
と
が
ん
ば
れ
る

必
ず
が
ん
ば
っ
て
み
せ
る

毎
日
　
そ
う
思
う

明
日
か
ら
が
ん
ば
る

き
っ
と
明
日
か
ら

ゆ
っ
く
り
と
　
あ
せ
ら
ず
に

一
歩
一
歩
　
進
め
ば

き
っ
と

夢
に
近
づ
け
る
と
思
う

毎
日
く
り
か
え
す

夢
は
ど
ん
ど
ん
遠
く
な
る

遠
ざ
か
る
距
離
に
肩
を
落
と
し
て

追
い
つ
づ
け
る
自
分
が
い
る

明
日
か
ら
　
明
日
か
ら

【評】意欲があるのに一歩を踏み出せない。一つをする
ことは他を棄てること、その痛みを私たちは想像しな

い。私たちはさまざまなことに係って生きているのだか

ら、意欲は瞬間的である。この詩は誰もが一度は味わう

だろう苦い思いを表出している。夢は時間にさらわれ焦

燥感だけが残る。夢を実現する人を私たちは天才と呼ん

だりするが、厖大な犠牲を強いられたに違いない。

……明日がないと仮定したらどうだろうか。

市民伝言板
このコーナーに掲載を希望する方は秘書広報課、
各公民館、南流山センター、森の図書館、各福祉
会館、市民総合体育館にある掲載申込書に必要事
項を記入のうえ、掲載希望号の１カ月前（イベン
ト掲載希望者のみ）までに秘書広報課に提出を。
なお、掲載する内容はイベント名・サークル名、
開催日時・場所、問い合わせ先です。また、内容
の確認は当事者間でするようにお願いします。
□問秘書広報課�７１５０－６０６３
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原
稿
は
直
接
選
者

へ
お
送
り
く
だ
さ

い

Vol.7
紫紅の美を追い求めて

田
た

口
ぐち

佳
よし

子
こ

さん （東深井在住）

中
国
は
宋
の
時
代
の
紫
紅
釉
の

赤
紫
に
魅
せ
ら
れ
、
そ
の
伝
統
美

の
追
求
と
現
代
性
の
あ
る
赤
紫
を

求
め
て
、
西
深
井
の
地
に
紫
焔
窯

を
開
窯
し
十
余
年
。
陶
芸
家
の
田

口
佳
子
さ
ん
は
、
紫
紅
釉
に
加
え
、

青
銅
釉
の
青
の
世
界
や
粉
引
き
窯

変
の
金
色
の
世
界
へ
と
造
形
と
色

彩
の
世
界
を
広
げ
て
い
ま
す
。
平

成
九
年
に
は
、
秋
耕
展
で
文
部
大

臣
賞
を
受
賞
し
、
こ
と
し
九
月
に

開
催
さ
れ
た
東
武
百
貨
店
船
橋
店

で
の
個
展
も
五
回
を
数
え
ま
す
。

幼
い
こ
ろ
か
ら
好
き
だ
っ
た
読
書

や
海
外
旅
行
な
ど
創
作
に
必
要
な

五
感
を
高
め
る
工
夫
も
意
欲
的
で

す
。
田
口
さ
ん
は
「
子
育
て
も
卒

業
し
、
陶
芸
教
室
で
育
っ
た
生
徒

さ
ん
の
活
動
の
場
と
し
て
の
江
戸

川
台
ス
タ
ジ
オ
も
開
業
す
る
こ
と

が
で
き
、
や
っ
と
、
作
品
を
本
格

的
に
創
作
で
き
る
環
境
が
整
い
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
創
作
活
動

に
専
念
し
、
紫
紅
の
美
を
追
求
し

続
け
な
が
ら
、
よ
り
造
形
を
深
め

て
い
き
た
い
」
と
今
後
の
抱
負
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

売
掛
債
権
担
保
融
資
保
証

取
引
先
に
対
し
て
有
し
て
い
る

売
掛
債
権
を
担
保
と
し
て
金
融
機

関
か
ら
融
資
を
受
け
る
と
き
に
、

信
用
保
証
協
会
が
保
証
を
行
う
制

度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

▽
借
入
限
度
額
＝
１
億
１
１
０

０
万
円
▽
借
入
形
式
＝
手
形
貸
付

▽
借
入
期
間
＝
最
大
６
カ
月
※
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
を

□問
千
葉
県
信
用
保
証
協
会
東
葛

飾
支
所
�
０
４
７
―

３
６
５
―

６

０
１
０

Ｋ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
祭

▽
日
時
＝
11
月
16
日
�
９
時
15

分
〜
14
時
30
分
▽
場
所
＝
県
立
養

護
学
校
流
山
高
等
学
園
（
野
々
下
）

▽
内
容
＝
農
産
物
、
花
の
苗
、
手

工
芸
品
、
陶
磁
器
製
品
な
ど
の
展

示
と
販
売
▽
入
場
料
＝
無
料
▽
申

し
込
み
＝
当
日
直
接
会
場
へ

□問
県
立
養
護
学
校
流
山
高
等
学

園
�
７
１
４
８
―

０
２
０
０

流
山
青
年
の
家
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
（
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ス
タ
）

▽
日
時
＝
11
月
10
日
�
10
時
〜

14
時
▽
場
所
＝
県
立
流
山
青
年
の

家
▽
内
容
＝
「
広
げ
よ
う
夢
の

輪
・
希
望
の
輪
　
い
ん
　
ゆ
〜
ぱ

す
２
０
０
２
」
を
テ
ー
マ
に
、
演

劇
サ
ー
ク
ル
の
公
演
、
和
太
鼓
の

演
奏
、
国
際
交
流
コ
ー
ナ
ー
や
地

元
農
家
野
菜
即
売
な
ど
▽
入
場

料
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
当
日
直

接
会
場
へ

□問
県
立
流
山
青
年
の
家
�
７
１

５
９
―

２
０
０
４

労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

▽
日
時
＝
11
月
９
日
�
13
時
〜

16
時
▽
場
所
＝
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
（
柏

市
）
▽
内
容
＝
労
災
事
故
後
の
保

障
相
談
な
ど
▽
参
加
費
＝
無
料
▽

申
し
込
み
＝
当
日
直
接
会
場
へ

□問
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
�
０

４
３
―

２
２
５
―

４
５
６
７

お
も
し
ろ
美
術
館
Ⅱ

▽
期
日
＝
12
月
14
日
�
▽
場

所
＝
県
立
美
術
館
（
千
葉
市
）
▽

対
象
／
定
員
＝
小
学
生
と
そ
の

親
／
30
人
（
多
数
抽
選
）
▽
内

容
＝
県
立
美
術
館
の
作
品
鑑
賞
お

よ
び
施
設
見
学
▽
参
加
費
＝
１
人

８
５
０
円
▽
申
し
込
み
＝
往
復
ハ

ガ
キ
に
講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
11

月
30
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７

７
―
０
８
８
２
柏
市
柏
の
葉
４
―

３
―
１
さ
わ
や
か
ち
ば
県
民
プ
ラ

ザ
事
業
課
へ
※
集
合
場
所
・
時
間

な
ど
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

□問
さ
わ
や
か
ち
ば
県
民
プ
ラ
ザ

�
７
１
４
０
―

８
６
１
５

手
賀
沼
浄
化
フ
ェ
ア

▽
日
時
＝
11
月
３
日
�
11
時
〜

16
時
▽
場
所
＝
県
手
賀
沼
親
水
広

場
（
我
孫
子
市
）
▽
内
容
＝
①
ケ

ビ
ン
・
シ
ョ
ー
ト
さ
ん
（
ナ
チ
ュ

ラ
リ
ス
ト
）
に
よ
る
講
演
な
ど
②

手
賀
沼
船
上
見
学
会
（
２
回
）
▽

定
員
＝
①
２
０
０
人
②
各
35
人
▽

参
加
費
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
①

事
前
に
電
話
で
県
手
賀
沼
親
水
広

場
へ
②
当
日
直
接
会
場
へ
（
先
着

順
）□問

県
手
賀
沼
親
水
広
場
�
７
１

８
４
―

０
５
５
５

第
９
回
柏
養
祭

▽
日
時
＝
11
月
10
日
�
９
時
40

分
〜
14
時
※
雨
天
実
施
▽
場
所
＝

県
立
柏
養
護
学
校
（
柏
市
）
▽
内

容
＝
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
模
擬
店
、

作
品
展
示
な
ど
▽
入
場
料
＝
無
料

▽
申
し
込
み
＝
当
日
直
接
会
場
へ

□問
県
立
柏
養
護
学
校
�
７
１
３

３
―

５
６
３
１

【四季の花々展　５日�～８日�】
「菊薫る」をテーマに流山市文化協会華道部

の作品を展示します。

【流山市美術家協会会員絵画展　１日�
～29日�】
流山市美術家協会会員の絵画７点を展示

します。

□問生涯学習課�７１５０－６１０６

市民ギャラリー 今月の展示

女性に対する暴力をなくす運動
11月25日は「女性に対する暴力撤廃国際日」

夫・パートナーから
の暴力、性犯罪、売買
春、セクシュアル・ハ
ラスメント、ストーカ
ー行為等の女性に対す
る暴力根絶に向けたシ
ンボルマークです

11月12日～25日
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流山市役所 
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地域の話題を 
おしえてください 

「 手 話 サ ー ク ル さ つ き の 会 」 が
ボランティア功労者厚生労働大臣表彰を受賞

交
通
安
全
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー

ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
で
ル
ー
ル
を
確
認

秋の全国交通安全運動に合わせ、流山地区安
全運転管理者協議会主催の「交通安全ウオーク
ラリー」が9月23日に行われました。ことし
は、親子や職場の仲間など昨年よりも多い57
チーム190人が参加しました。交通安全にちな
んだクイズや輪投げ、ダーツなど楽しく遊びな
がら交通安全を再確認しました。

長
年
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
し
て
、「
手

話
サ
ー
ク
ル
　
さ
つ
き
の
会
」
が
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
功
労
者
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
」
を
受
賞
し
ま
し

た
。
同
会
は
昭
和
五
十
一
年
に
設
立
。
聴
覚
障
害

者
へ
の
情
報
提
供
や
手
話
通
訳
な
ど
の
活
動
に
努

め
、
聴
覚
障
害
者
と
の
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

― 常盤松中学校 ― 
第７回  

第 11 回 流 山 ロ ー ド レ ー ス 大 会
さわやかな秋空のもとで参加者が力走

ポ

イ

捨

て

や

め

て

き

れ

い

な

ま

ち

に

11月16日

9月27日に流山駅など9駅で、10月1日から施行と
なった「ポイ捨て防止条例」の啓発キャンペーンを行い
ました。当日は、自治会役員や環境美化推進員、協賛団
体の方など196人の参加協力により、早朝から通勤途中
の市民に啓発用のティッシュペーパーや携帯用灰皿を配
布しながら、ポイ捨て防止を呼び掛けました。

恒
例
の
流
山
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
が
十

月
十
三
日
、
さ
わ
や
か
に
晴
れ
た
秋
空
の

下
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
優
勝
を
狙
う
人
、

タ
イ
ム
の
自
己
記
録
更
新
を
目
標
に
す
る

人
な
ど
、
走
る
こ
と
へ
の
思
い
は
さ
ま
ざ

ま
で
す
。
沿
道
の
声
援
を
背
に
、
ラ
ン
ナ

ー
の
ス
ピ
ー
ド
も
さ
ら
に
ア
ッ
プ
。
ま
た
、

コ
ー
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
な
ど
の

協
力
で
、
こ
と
し
の
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

も
無
事
故
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

流山市のまちづくりに関する調査や研究を通して、地域リーダーの育成を目
指している「まちづくり創生塾」。
創生塾の分科会の一つ「人材マップ分科会」では、凧作りや折り紙の名人な
ど、特技を生かしてボランティアで子どもと遊べるような方を探しています。
あなたの特技を生かしてみませんか。
▽応募資格＝市内在住の高校生以上の方で、技術や知識を市民のために役立
てたい方▽申し込み＝応募用紙に必要事項を記入し、企画経営課へ直接持参ま
たは郵送（〒270－0192流山市役所企画経営課）※用紙は企画経営課、各公民館・
図書館に置いてあります
□問 企画経営課�７１５０－６０６４

毎
年
好
評
の
国
際
交

流
の
祭
典
は
、
こ
と
し

か
ら
内
容
も
新
た
に

「
国
際
交
流
ま
つ
り
」
と

し
て
開
催
し
ま
す
。

こ
の
ま
つ
り
は
、
市

民
と
外
国
人
の
皆
さ
ん

が
気
軽
に
交
流
し
な
が

ら
楽
し
め
る
場
を
提
供

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

市
青
少
年
海
外
派
遣
者

の
体
験
談
や
ネ
パ
ー
ル

の
シ
タ
ー
ル
演
奏
な
ど

内
容
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

ま
た
、
豪
華
景
品
が

当
た
る
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

も
予
定
し
て
い
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時
＝
11
月
16
日

�
10
時
30
分
〜
15
時
▽

場
所
＝
初
石
公
民
館
▽

参
加
費
＝
５
０
０
円
▽

主
催
＝
国
際
交
流
協
会

▽
申
し
込
み
＝
当
日
直

接
会
場
へ

□問
企
画
経
営
課
内
国

際
交
流
協
会
事
務
局
�

７
１
５
０
―

６
０
６
４

▽期日＝11月30日�▽時間／場所＝①10時～12時／初石公民館②14時～16時／
文化会館▽対象／定員＝小学生以上の子とその親／各20組（多数抽選）▽参加
費＝１組1,000円（教材費）▽申し込み＝往復ハガキに講座名、会場名、住所、親
子の氏名（フリガナ）、年齢、電話番号（返信用にも宛名）を明記し、11月11日
（必着）までに〒270－0176流山市加一丁目16－２流山市文化会館へ※ハガキ１枚
につき１組。重複申し込み不可

▽期日(全２回)＝①12月５日・12日の木曜②12月８日・15日の日曜▽時間＝①
13時30分～15時30分②10時～12時▽場所＝いずれも文化会館▽内容＝パソコンで
写真を使い年賀状作り▽対象／定員＝パソコン初心者／各20人（多数抽選）▽
参加費＝1,000円（教材費）▽申し込み＝往復ハガキに講座名、住所、氏名（フ
リガナ）、年齢、電話番号（返信用にも宛名）を明記し、11月14日（必着）まで
に〒270－0176流山市加一丁目16－２流山市文化会館へ※ハガキ１枚につき１人。
重複申し込み不可
□問文化会館�７１５８―３４６２

「手話サークル さつきの会」が市長へ受賞の報告

クリスマスリースづくり親子教室

パソコンで年賀状作り講座
2003


